
現代福祉学部について 

現代福祉学部福祉コミュニティ学科４年 

Ｉ・Ｍさん（女性） 



①地域を専攻したきっかけ 

高校時代から全国各地に旅行へ！ 
⇒衰退してしまった温泉街や商店街を目撃。 
 

温泉という魅力的な資源があるのに、 

衰退してしまったままではもったいない・・・・ 
 

活気のある温泉街にするにはどうしたらいいんだろう？ 
 

 
この様な思いから私は地域づくりに興味を持ちました。 
 （きっかけは自分の好きな事から生まれたりします・・！） 
 
 
 



②国内研修 

訪問先から目的まですべて自分で計画して行い、 
そのプランに奨励金を給付する現代福祉学部独自の制度。 
 
Ex) 北海道檜山郡厚沢部町 
       「厚沢部への心理、福祉それぞれの面からのアプローチの方法」 

   
      福島県白河市  
      「ローカルヒーローの活動と地域との関係」 

   
  岡山県美作市  
     「 “上山集楽”から見る地域おこし」              (２０１５年度） 

    
 
 
 
 
 



 国内研修の様子 

BEFORE 

AFTER 



③コミュニティスタディ実習 

自分の興味のあるテーマに基づき、全国各地の自治体や
NPO法人を訪れ、実践的に学ぶ実習。 

 
Ex）福岡県久留米市 

  「中心市街地の商店を紹介するMAP作成」 
 

     NPO法人 Homedoor  
   「持続可能な支援組織のマネジメント」 

 

       NPO法人 atamista 
       「まち歩きが地域にもたらす効果と可能性」（２０１５年度） 



コミュニティスタディ実習の様子 



現代福祉学部とは・・・・ 

１年次 地域づくりインターンの会 
    ⇒必修科目内での先輩からの紹介にて参加を決意 
 
２年次 国内研修 
    ⇒交通費全額支給が地域に飛び込むきっかけに 
 
３年次 コミュニティスタディー実習 
    ⇒自分のやりたいテーマを現地で学ぶ事ができる 

１人１人がやりたいことを支援してくれる学部 


